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1.はじめに

現在広 く 用 いられている組み込みシステムの多くはリアルタイ

ムな制御を行なうため､正しく動作するシステムを実現するため

には､時間的な性能を定量的に評価する必要がある｡しかしこの

ような評価を行う場合哲組み込みシステムの教育を行う藤倉には､

用途ごとに異なる制御対象を周意しなければならず､時間的およ

び経済的に大きな負担になる0本研究はこのような問題点を解決

するために､制御対象をソフトウエアで実現し､-- ドウエアを

用いて応答時間を測定することによって､舶み込みシステムの教

育及び評価を容易に行うことが出来るシステムの寒現を目的とし

ている｡

之 システムの構成

システムの構成を図1に示す去回申の表示部は､御願王対象を表

示すると共に測定した応答時間を表示する｡インタフェース測定

部は､組み込みシステムに入出力されるデ-タを表示部で処理可

能な形式に変換し､また､スイッチ等からなる操作部の状態を表

示部に伝えると紫に､組み込みシステムの応答時間を計測してレ

ジスタに格納する｡

図1,システムの構成

表示部の構成を図2に示鶴 表示部の画面は､帯gh'#対象表示部

と計測データ表示部の大きく2つに分けられるO制御対象表示部

は､組み込みシステムから出力される掛澗誉デ｣タに従って､画面

上の蒔哨卸対象を実時間に移動させるO計測デ-夕表示部は､イン

タフェ-ス測定部で計測され表示部に送られてきたデ-タを表示

するO
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図2.表示部の構成

3. システムの動作

説 明を容易にするために､現在作成しているエレべ-タを制御
するシステムを例として取り上げる｡このシステム-の入力は､

操作部から出力される行き先階の指定と､表示部から出力される

エレべ-タのかご (以下単にかごと粗ぶ)の現在位置であるOこ

れに基づいて組み込みシステムは､かごの移動位置とそこに藩す

るまでの時間を出力する｡インタフェ-ス測定部は､組み込みシ

ステムから送られてきたこれらのデ-タを､表示部で処理可能な

チ-夕形式に変換してuSBインタフェースに送る｡表示部では

usBインタフェ-スからの移動位置とそこに達するまでの時間に

基づいて､静御対象表示部のかごを実時間に移動させ､指定され

た位置に到達するとその情報をインタフェ-ス測定部に送る｡

このような処理を､かごが目的階に到達するまで繰り返れ 目

的階に至蝦奮すると､かごが停止してドアが開くO次に別の目的階

のボタンが押されると､組み込みシステムは先ず ドアを閉じ､そ

の後で目的階に向かってかごが移動するように制御するoこのと

き､ドアの開閉とかごの移動の間にはインタ-ロックが設定され

る｡また､このときドアの開閉からかごの移動のまでの時間がイ

ンタフェ-ス制御部で測定され､表示部からの要求に応じて出力

され表示される0

4.まとめ

組み込みシステムの教育や評価を行う際に､制御対象が異なる

場合にも容 易 に対応できるように､ソフトウェアで制御対象を実

現し､ハー ドウェアで応答時間を測定して評価を行うことが可能

なシステムを理案しその構成を示した｡また､エレベ榊タを静腐]

する例を用いてシステムの動作を説明した｡現在､表示部を構成

しているソフトウエアの作成､及びインタフェ-ス測定部の設計

をほぼ完了している｡今後は､インタフェース測定部を作成しシ

ステムの評価を行う予定である｡
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